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今日オーブン富書震源北台分館、

き
め
細
か
な
サ
}
ピ
ス

め
後
さ
ん
の
主
体
協
に
と
け
こ
ん
だ
殺
し

ま
れ
る
短
絡
般
に
し
て
い
き
た
い
と
恐

い
ま
す
の
議
後
か
・
句
お
銭
券
な
本
を
§

備
に
取
り
お
し
て
縫
綴
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

V
醐
間
務
時
間
午
後
一
時
か
ら
限
時
一
ニ

ハV
A
ー
ま
で

V
休
館
民
絡
浦
湖
同
月
間
階
日
、
殺
終
判
付
申
品

。
も
っ
と
身
近
に
図
書
館
街
4

し
て
は
、
葬
わ
め
て
高
い
緩
徐
郡
安
市
…
呂
、
問
問
問
問
的
知
山
第
沼
、
年
京
都
仏
側
、
特

し
て
い
ま
す
a

刷
抑
制
蝋
滅
期
間

の

声

に

応

え

て

こ

の

よ

う

に

痕

終

的

読

者

欲

求

が

後

V
紫
義
務
教
関
幾
訓
議
券
一
枚
に
つ

附
唱
和
五
十
協
和
十
的
問
問
抽
出
以
来
、
中
市
絞
ま
る
な
か
明
、
々
も
っ
と
身
近
に
総
数
総
き
一
一
…
際
ま
ぞ

図
議
絞
め
紛
附
mt者
は
年
々
一
増
加
し
て
い
を
々
と
い
う
声
が
多
く
織
か
れ
ま
す
。

V
貸
出
刷
制
開
削
間
一
…
線
開

ま
す
。
昨
年
度
内
利
燃
殺
は
む
万
四
千
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
総
書
を
瀧
し
め

V
開
副
書
詞
用
品
骨
主
判
闘
用
券
は
常
郎
防
杭
綴

入
、
貸
し
山
山
し
拠
肉
料
仰
は
二
十
波
万
絡
に
る
よ
、
?
に
す
る
た
め
に
は
、
治
則
民
的
殺
害
総
(
寝
間
間
会
銀
内
)
そ
よ
か
ザ
号
、

も
渡
し
ま
し
た
}
終
に
土
絡
宅
設
綴
じ
さ
ん
が
料
約
し
や
す
い
緩
総
に
包
帯
盟
結
路
神
州
北
ぬ
分
総
共
通
℃
す
か
ら
、
現
在
、

は
、
お
織
さ
ん
に
渡
れ
ら
れ
た
子
ど
も
を
ぬ
設
す
る
こ
と
が
必
懇
で
す
同
湖
北
中
市
民
泌
毒
蛇
閉
そ
よ
か
ぜ
号
で
お
使
い

た
ち
か
ら
お
年
繰
り
ま
で
大
勢
の
市
総
会
八
万
緑
は
、
こ
の
持
に
応
、
え
る
た
め
じ
に
な
っ
て
い
る
斜
線
券
が
そ
の
ま
ま
識

で
に
き
わ
い
、
一
段
平
均
品
践
し
お
し
冊
加
暗
殺
さ
れ
た
地
経
密
惜
首
位
蛸
暇
…
琴
で
す
。
北
食
分
舵
聞
で
も
使
え
ま
す
。

数
N
H
…

…

一

千

冊

、

割

引

開

柑

怒

川

同

千

人

に

の

ぼ

*

初

め

て

借

り

る

人

M
M
カ
ウ
ン
タ
ー

っ
て
い
ま
す
。
ま
れ
へ
移
動
向
凶
占
禁
蹴
箪
親
し
ま
れ
る
欝
書
館
に
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
"
そ
の
鴻
廿

も
大
幅
削
一
家
、
て
昨
年
度
の
白
紙
し
山
山
し
湖
北
台
分
館
の
ご
袋
内
向
閥
復
創
刊
紙
券
を
交
付
L
ま
で

器開数
N
M
b
u
万
間
出
子
冊
、
一
方
色
千
人
の
綴
北
ム
日
分
館
に
は
、
児
蛍
議
五
千
血
問
・

V
牢
mw
返
却
ボ
ッ
ク
ス
臨
書
銭
が
附
間

浴
制
民
が
利
用
し
ま
し
た
。
登
持
者
は
人
一
品
取
番
一
万
鵬
州
、
あ
わ
せ
て
一
万
一
点
チ
館
内
時
で
も
本
が
返
せ
ま
す
。
入
口
町

口
町
二
十
一
一
川
れ
に
あ
た
る
こ
万
一
一
…
千
人
。
情
的
新
し
い
本
と
五
O
盤
的
機
設
、
数
時
間
的
本
的
巡
却
ポ
ス
ト
い
同
お
川
端
し
〈
だ

本
餓
一
総
と
移
動
開
闘
骨
盤
帥
陥
ど
け
丹
市
》
一
時
燃
の
新
制
聞
を
扱
え
ま
し
た
。
今
後
は
‘
事
い
。
そ
よ
か
ぜ
努
め
本
も
こ
こ
に
液

し
て
〈
だ
奇
い
ω

言
午
後
一
時
、
愛
護
・
車
場
ニ
織
広
襲
隠
重
湖
北
客
機
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
潟
縦
世
帯
1

実
湾
曹
、
総
蹴
閥
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
j
稼
ど
、
一
万
五
千

四
市
町
機
々
な
本
会
開
用
意
し
ま
し
た
。

4
K
L
山
山
し
拡
一
人
一
一
一
橋
ま
で
、
期
間
は
一
一

議
織
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
機
時
腕
で
ご
科
開
聞
く
打
8
い。

な
お
、
海
北
命
分
絞
め
爾
館
に
伴
い
、
蕊
泉
寺
入
口
と
湖
北
合
中
央
公
幽
闘
の

そ
ょ
が
ザ
努
ω
A
w
T
I
シ
ヨ
ン
は
燦
止
と
な
れ
リ
、
か
わ
っ
て
布
佐
平
割
合
と
え
帯

療
記
汎
…
一
T
i
シ
ヨ
ン
が
増
絞
参
れ
ま
す
。

湖北台分館に
繁華待します
市民闘機絡は遠い内で、

も，，;'らそよかぜ号"'.!lJ
用していましたが、需で
ヰり訟と毛主←っ

をL.t.ょニと

貸

し

出

し

以

外

に

ニ
ん
な
サ

i
ピ
ス
も

間
関
線
総
で
は
皆
さ
ん
内
ゑ
後
学
習
と

議
綴
的
活
用
に
俗
、
叫
ん
る
た
め
に
、
本
的

貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
後

間
に
対
し
て
充
分
な
情
相
慨
を
ぬ
欽
で
き

る
よ
?
心
が
丹
て
い
ま
す
。
求
め
ら
れ

た
本
や
様
相
相
が
市
災
財
閥
蓄
に
な
い
絡
会

で
も
、
仙
臨
め
公
共
包
議
総
や
燃
立
内
出
番

線
、
附
閥
会
開
凶
帝
宮
崎
醐
と
も
議
携
し
て
閣
官
淡

に
応
え
て
い
ま
す
必
コ
」
ん
な
本
が
は

し
い
い
ょ
ん
な
こ
と
は

rう
す

れ

ば
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、
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宣
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う
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、

て
み
た
い
ん
簿
ど
ん
な
こ
と
で
も
筑
総
帥
¥
パ
ド
パ
、
入

mwグ
一

言
を
か
け
て
く
だ
さ
い
B

側
、
ふ

¥
'
d
dいれ

れ
弘
、
身
わ
グ
〆
「
¥
ヘ

b
i

久
中
一
寸
家
と
平
和
台
に

ζ
謀

、

モ

同

そ
よ
か
ぜ
出
方
S
T

護
刊
誌
、
将
浴
中
一

貫

か

句

、

誌

に

率

的

そ

よ

か

寸

ホ

¥

傘
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y
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箆
一
感
番
鑓
裏
一
捧
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一
お
楽
し
み
議

b

j
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-
-
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問
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小
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校
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ま
ぬ
か
ら
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生
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閉
会
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町
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五

C
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V
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望
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十
説
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い
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ヤ
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や'…
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L
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R
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J
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阿
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叫
寸
小
中
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聴
き
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‘
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筏
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校
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・
学
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怒
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一
お
∞
一
防
総
一
喜
劇
柄
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〈

2
z
p

一

に
孫
子
円
安
全
皇
、
ど
の
〈
ら
い
知
を
記
入
し
斉
支
日
ま
で
心
、
繁
一
心
2
2
3
3
一
丸
山
法
廷
仁
川
一

経
っ
て
い
ま
す
か
u

殻
孫
子
の
絞
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一
子
一
八
況
へ
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足
関
線
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史
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ω
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:
;
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雪
之
つ
を
宕
た
ち
と
…
叫
閉
じ
主
歴
史
係
ま
で
送
っ
て
く
ぎ
い
。
参
加
殺
は
ヴ
江
戸
川
い

l
l
i
j
i
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一

れ
教
室
一
会
事
一
泌
段
、
今
年
同
日
午
T
絞
殺
む
は
資
料
玄
嬬
ハ
け
し
ま
す
σ
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募
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多
数
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沼
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?
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ヤ
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、
総
4EVCL
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割

2に
つ
な
が
っ
て
い
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‘
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a
創
ぷ
割
引
凶
器
)
ペ
部
制
U
制
鮒
持

図
に
土
砂
孟
ま
っ
て
淑
と
な
っ
た
こ
と
、

f

三ロド
k
討
持
母
守

f
Hは
M
U
L
k
m
w
¥

ゆ
野
鳥
や
然
災
や
水
草
が
ゆ
た
か
帆
ヘ
ウ
市
内
出
り
し
お
母
さ
ん
な
九
め
減
ず
る
人
市
開
問
附
山
妥
結
で
は
、
線
路
祭
吋
一
一
本
協

u
;

モ
紙
や
ウ
ナ
キ
、
ェ
ピ
な
ど
を
と
る
挽
彩
縦
、
大
mL滋
F

尋
問
閥
、
十
六
J
暁

組

合

誌

に
H

お
は
な

L
脅
4

を
し
て
い
ま
す
。

の
裁
が
盛
パ
だ
っ
た
ニ
と
、
た
び
た
が
川
械
や
り
ま
す
一
均
U
M
.

直
接
会
場
へ
お
い
子
ど
も
と
ち
に
和
唱
し
い
本
と
約
機
会
い

比
約
立
て
、
関
識
が
計
一
幽
さ
れ
た
こ
と
、
て
く
ど
谷
い
。
一
回
出
一
自
主
一
…

ωお
は
内
向

i
v
p
b

寸
こ
や
か
な
ん
既
警
?
と
い
う
忍

制
そ
め
は
か
本
書
や
殺
し
き
長
か
ら
じ
内
容
で
す
a

ど
ち
ら
か
総
合
の
良
い
い
を
ニ
号
、
安
か
ら
ト
裁
く
ら
い

企
今
ま
て
の
持
り
決
わ
り
に
つ
い
て
ス
ラ
時
間
帯
に
来
ぞ
く
幻
き
い
己
主
お
守
会
め
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
紙
変
緩
や
崎
市

イ
ド
を
見
な
が
り
お
話
し
を
…
将
さ
ま
す
時
情
的
阿
川
介
じ
よ
り
、
入
場
同
u
k
c
人
前
本
的
叩
試
み
き
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
c

v縫
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七
月
ニ
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火
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級
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せ
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れ
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だ
く
ニ
と
も
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参
加
〈
幻
怒
川

時

か

ら

正

午

ま

て

り

ま

す

の

で

、

ぶ

了
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〈

だ

さ

い

尽
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い
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川
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問い合わせ二一
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、-乙Fあ

自
(
日
)

争
車
輯
通
行
止
七
月
十
台
田
両
〈
ム
士
山
}

AHt鵠
(
準
的
内
沼
公
開
崩
透
り
)
正
午
か

争
犠
総
同
化
丹
十
七

g
(
土
)
、
十
八

I$lS，日号

措置北まつり交遜波宮磁器立

八士費争中杖祭礼5!:i護幾帯~~

そ
の
間
期
間
だ
け
年
余
抑
制
は
納
め
た
人
め
る
こ
と
が
で
券
る
よ
う
に
な
勺
て
い
ま

3
分
的
ー
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
従
す
e

こ
れ
を
「
逃
約
い
と
い
い
才
k
q

徐
容
れ
た
期
問
は
‘
そ
の
後
生
徐
に
ゆ
品
川
数
奇
受
け
た
期
間
同
の
あ
る
人
は
、
滋

と
り
が
で
善
点
在
与
に
、
四
年
蘇
ま
で
約
を
し
て
よ
り
多
〈
の
年
ム
涯
を
受
け
ら

さ
か
の
ぼ
咋
て
議
時
的
保
燃
料
で
一
納
め
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

安
く
て
安
心
な
闘
民
年
金
保
護
セ
ン
タ
i

気
軽
に
ご
剥
尽
く
だ
さ
い

陥総開
F夜
此
年
金
保
薬
セ
ン
タ
4
l
1
}
l
}
は
句
綴
伊
災
山
剖
治
岡
白
痕
枇
地
な
ど
市
惑
思
ま
れ
た
捌
淡
峨
出
淡
哨
的
な
か
に

都
ι念紙に
h納刷入

L
て
い
る
人
と
年
晶
余
品
を
点
受
孔
蜘
綴
蜘
て
.
ら
り
れ
て
お
り
、
安
い
封
粍H
金で附佼前、心む

叫
け
り
て
い
る
人
お
よ
び
そ
内
家
仕
佐
既
舟
休
養
し
て
剥
剥
刊
悶
燃m
引
マ
、
魯
ま
す
E

中家単位綾枕怯旅叫行や夕

伸綴間治‘レク"ワソず忌予{?『

て
い
た
だ
〈
た
め
町
り
一
紘
肱
礼
設
悩
で
す
が
、
、
しk恥
と
し
な
お
、
刊
符
刊
周
の
申
し
込
み
は
各
保
協
憶

な
れ
~
で
も
広
く
利
朗
で
き
る
よ
、
ゥ
に
な
舟
ン
タ
i
ま
℃
議
綴
申
し
込
ん
で
く
ど

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
府
間
然
公
開
や
さ
い
n

知
っ
て
い
る
よ
フ
で
知
ら
な
い
鰯
点

的
食
器
を
ポ
め
、
楽
し
く
学
習
し
て
み

ま
せ
λ
か
φ

V
定画
R

m

叫
名
一
応
募
数
多
数
的
鳩
合

は
総
選
}

V
岨
咽
続
中
市
対
公
隣
町
線

V
申
込
+
刀
法
衣
鋭
校
後
ハ
カ
キ
に
、

伎
は
問
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・
校
総
・

年
齢
・
滋
総
鋒
号
考
記
入
し
、
我
孫
子

萩
田
泊
中
央
公
脚
内
総
術
院
内
務
総
長
ま

で
。
締
め
切
り
は
7
月
5
m
m
〈品川門口消

印
符
幼
~
で
す
ロ

V
隣
い
合
わ
せ
中
央
公
民
館

官制叫
0
5
1
5
、制附
0
6
1
1

十
単
誌
地
区
内
人

ω鳩
山
場
戸
山
線
い
、
こ

の
地
径
約
国
税
事
務
も
議
加
的
ヌ
捕
を

た
ど
っ
ゲ
い
ま
す
ι

こ
の
た
め
約
後

曹
の
殺
さ
ん
心
M
M
斜
か
と
マ
い
一
小
捕
院
を
か

け
て
お
り
ま
し
た
が
司

7
月
上
旬
か
匂

校
一
…
問
総
務
時
官
約
誉
轄
の
う
ち
‘
品
問
中
期
、

我
孫
子
市
、
齢
別
関
市
、
…
出
来
前
向
‘
相
同
市

町
を
分
幽
惜
し
、
約
総
務
総
務
料
相
殺
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
‘
叫
叩
げ
公
務
成
主
て
の
側
、
下

町
出
の
佼
庁
舎
で
執
務
い
た
し
ま
?
の
で

よ
ろ
し
く
お
報
い
し
ま
す
町

:謹給税務署が誕生
一荷い会わせロロご

給税務署署5殺立準備委員会
総務総1-2 -18 
まま0471(63)1181 
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年
金
権
・
を
者
く
さ
な
い
た
め
、
一
ー
!

?

j

」

保
鞍
料
は
品
ず
制
約
め
ま
し
ょ
う
一
歳
芝
二

安

芸

勺

系

統

ノ

言

礼

け

る

た

時

的

に

思

グ

戒

を

や

め

る

重

き

を

一

瞬

明

k
凋

唱

~

一

め

に

は

、

保

険

料

主

主

占

め

て

し

て

く

だ

さ

い

お

や

め

る

ヂ

警

を

し

一

路

甲

土

も

~

一

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
二
昭
和
5
部
4

な
い
ま
ま
来
約
に
し
て
お
く
と
斗
カ
ラ
一

d
向
け
汽
4
1
1
1
1

一

?
詰
ま
で
に
ゑ
ま
れ
た
お
は
言
語
主
季
初
}
と
が
で
き
ず
、
将
来
、
一
ふ

F

一

か
ら
お
年
に
新
潟
町
期
総
祭
れ
て
い
ま
す
)
年
金
宇
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
一
ょ
ト
¥
一

ま
た
、
緑
地
ロ
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
を
り
ま
す
の
で
ご
注
音
く
だ
冬
い
。
一

F

z

k静
〉

一

存
る
た
め
に
は
‘
堂
1
量

産

喜

多

額

免

警

が

国

民

年

重

一

F
P
E
F
一

険

料

を

す

べ

て

約

め

と

い

な

け

れ

ば

主

主

公

約

年

金

加

入

し

て

い

る

滋

問

問

一

号

、

一

り
ま
せ
ん
。
こ
の
L
令
ヲ
に
、
部
品
犯
を
公
明
¥
そ
の
事
な
ど
が
鶴
間
何
年
金
に
い
胤
入
「
l
1
j
i
i
j
I
l
l
i
-
-ー
し

け
る
た
め
に
は
保
険
料
を
き
去
し
ぶ
し
て
い
な
い
還
を
い
い
、
菱
重
連
止
な
り
ま
す
a

めれれ
u
u
w
u
r
尚
喜
志
保
韻
料
を
締
め
ら
れ
な
い
入
試
、

長

官

で

て

芸

科

は

ま

ま

U

免

除

の

ム

申

請

を

た
か
。
保
険
料
的
約
め
忘
れ
が
多
〈
な
間
断
災
年
品
祉
の
強
制
問
い
加
入
者
で
、
病
気
附
持
品
開
制
刊
が
免
時
賄
容
主
る
こ
と
に
な
っ
て

る
と
、
将
来
、
議
齢
待
合
や
万
一
の
事
や
ケ
ガ
時
た
め
後
泌
が
殺
し
久
保
縫
い
ま
す
e

綴
験
料
ゃ
ん
納
め
ら
れ
な
い
人

般
の
時
の
惜
降
客
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
機
会
は
、
は
、

7
同
月
引
品
目
ま
で
に
伽
捕
時
悦
部
別
部
食
何
聞

な
く
な
り
ま
す
。
寝
室
町
保
険
料

1
I
l
l
i
-
-
;自
に
義
的
事
を
し
て
く
だ
さ
い
“
議

は

、

必

ず

ま

ら

れ

た

翼

線

ま

で

に

一

れ

引

車

ぶ

一

議

去

を

断

言

霊

し

て

あ

ワ

約
め
ま
し
ょ

1

一

一

迂

ふ

ー

一

日

…

ま

さ

申

請

が

認

め

ら

れ

れ

ば

、

室

ぎ

し

て

も

探

検

料

品

め

ら

れ

な

二

宮

一

て

子

う

許

信

…

品

分

か

ら

却

す

立

ま

で

の

後

絵

い

妻

、

譲

受

芝

保

険

料

の

免

一

斉

ミ

再

開

ι

禁

謀

長

ま

だ

ま

た

‘

生

活

校

総

申

誌

を

し

て

く

だ

ミ

義

率

一

1
1
H一叫

3

一

号

障

害

妻

、

警

翠

年

金

、

母

警
れ
れ
ば
、
蓄
と
し
て
議
後
料
一

7
r

勺
ア
い
踊
J

竺
義
社
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
ぷ

を
約
め
た
雲
と
問
機
内
緩
い
と
な
り
一

γ
い
じ
J
「
t

一
機
免
除
い
と
い
っ
て
届
け
お
る
だ
け
で

ま
す
。
佳
品
品
抑
制
入
留
は
、
後
険
料
の
納
一
/
.
一
保
険
制
付
が
免
叫
州
各
れ
ま
す
。

M
n
が
聞
出
畿
で
な
く
な
る
ま
で
の
閥
、
…

r

i

l

l

-

-

!

;
し
し
か
し
、
免
除
を
受
け
た
総
合
は
、

公
号
制
午
的
削
九
時
…
一
…
十
分
か
ら
午
後
十
時
ま
で
、
発
、

車
酔
『
'
1
M，
今
日
ト
ト
え
ど
民
軍
用
自
見
出
問

A
1
E
(
主

主

総

か

ら

ま

警

な

り

手

。

A
4
a
z
-
-
i
u
F
Z
J
E酬
4
5
1
+予
話

判

事

午

前

九

時

一

字

分

か

ら

午

後

十

主

:

:

:

:

略

奪

、

T
E鈴
木

接

室

事

長

一

辺

ら

午

後

十

時

ま

で

ら

拙

問

符

議

会

議

ぷ

〉

政

午

か

ら

午

後

関

f
鱒一

ts

七
湾
+
八

a
(的関
)
A
i回
一
円
討
中
、
時
ま
で
、

A
i
p
{久
絞
神
校
総
か
ら

da

A
3
C
〈
伐
採
子
齢
制
か
ら
駅
前
十
字
滋
〉
附
同
小
)
午
後
七
時
ケ
H
午
後
十
時
ま
で

争
パ
ス
崎
潤
珊
将
綴
官
鳳
パ
ス
V

七
一
月
十
毅
脳
隠
滅
蹴

七
百
(
土
)
市
役
山
前
後
・
聞
は
、
せ
約
九
際
闘
関
燃
滋

時
吋
家
公
半
常
ど
お
り
遂
行
。
午
前
九
時
争
制
剤
師
同
七

R
二
十
陸
回
目

以
協
は
…
小
脇
脇
市
問
、
そ
の
飽
町
鈴
絡
は
一
…
十
五
詰
(
門
口
〉

平

常

ど

お

り

。

守

正

一

構

湖

北

総

数

削

貯

金

七
月
十
人
目
(
臼
}
中
市
役
隊
総
闘
は
争
車
輔
通
行
止
蟻
開
凶
A

品
市
ぷ
開
制
措
泳
、
そ
の
他
町
田
時
抽
揮
で
午
前
九
円
U

七
月
刊
一
々
線
u
u
(
土
)
午
前
今
一

時
以
一
部
内
務
総
子
釈
発
緩
と
な
る
れ
ス
静
か
ら
や
終
十
時

は
滞
喝
行
し
ま
す
が
、
午
線
九
時
か
ら
午
口
七
月
二
十
五
日
一
日
〉
や
後
…
一
一
時

制m・4e
時
ま
で
は
す
べ
て
東
我
孫
子
市
中
療
か
ん
す
時
ま
で

発
裁
に
よ
り
滋
げ
と
を
り
ま
す
。
蝦
つ
つ
む
務
会
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん

Am東
鉄
灘
パ
ス
v
七
同
月
↓
七
円
口
(
ふ
み
)
へ
ま
つ
り
期
間
中
.
つ
つ
ヒ
終
的

幣
常
ど
お
り
、
七
月
十
八
日
〈
詩
〕
や
議
滋
パ
ス
は
、
湖
北
淡
北
口
に
代
わ

ゆ
間
十
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
は
り
、
問
問
衡
問
が
発
簿
証
明
と
な
り
ま
す

鈴
本
線
本
市
間
約
終
舗
と
な
り
ま
す
が
、
め
で
、
枚
持
し
て
〈
だ
き
い
防
な
お
、

す
ご
時
五
十
分
発
‘
十
三
時
五
十
近
分
巡
行
時
判
例
措
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
u

ー
l
天
王
吉
駅
北
側
地
区
H
柴
崎
台

i
J

r
8
月
1
日
か
ら
住
所
の
袈
し
方
が
変
わ
り
ま
す
」

(。が住
差是 t時総式 E雪 8
孫 )しの吾廷内
子 、、よ示 1
市 住うが詩
草書) 日斤に fj'か
蹄 i制的宮Eわら
台 i恋愛われフz
if苓与 2ふ王
位見i欝 党主義
吋'.'"警警'且 表地i令書 し区

l~善 方的

(
実
関
崎
町
地
一
一
A
げ
の
刷
内
)

}
治
加
町
命
指
漂
海
官
号

軸

H
H
冊
子
中
市
接
続
合

1γ
開岡山
M

殺

、
臨
海
滞
!

幻
碍

3
8
5
号

‘
，
‘
，
 

主
事
務
骨
骨
w
A
除
機
畠
積
極
守
谷
戸
由
縁
毎

新
し
い
住
所
的
表
し
方
に
つ
い
て
は
、

先
に
接
験
機
小
や
み
や
事
液
晶
明
等
に
通
知
い

た
し
ま
し
た
が
、
ま
灯
油
脂
知
噺
献
が
緩
い

て
い
な
い
お
は
住
居
表
一
部
係
ま
て
ど
暗
部

品
相
く
だ
怒
い
。

V
同
問
い
合
わ
せ
然
務
総
弘
済
表
…
不
係
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、網.びあ 者15吾P}

内
/
h
n
6
 

.. ，
 

情
閣
総
ガ
明
け
4
ゆ
と
M
1

参
加
蝿
沼
市
民
ま
つ
り
H

は
も
う
す
ぐ
。

8
月
一
ア
臼
(
土
)
我
孫
子
会
総
明
、
の

ρか
っ
ぱ
音
頭
大
会
μ

後
段
切

り
に
、
判
慨
し
い
酬
明
し
が
時
制
き
ま
す
。
怒
北
会
蝋
湖
、
術
後
会
溢
帽
判
、
も

w
か
っ
ぱ
蚤
臨
明
大
会
H

授
は
じ
め
;
花
火
大
会
H

や

μ~~~…一門りし

大
徐
々
汐
蹴
鞠
さ
れ
ま
す
。
ま
品
た
め
岱
河
口
口
内
悶
〈
臼
)
に
健
一
賓
の
夜
空
事
」
彩
る
H

花
火
大
会
H

ガ
順
守
網
開
羽
相
公
震
で
行
わ
れ
刊
紙
ザ
。

怖
い
と
し
の
」
室
H

は
1
2
~
ス
お
ぞ
う
之
ア
ス
ト
L

と

素

人
m
w
M
L
印
刷
後
主
計
。
ふ
る
っ
て
ど
応
線
、
ど
仙
蛾
総
く
だ
さ
い
。

費tJにのぼ爵慎太舎
手

賞

市

民

ま

と;口
ノ口

バ(J、ア当
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お用15日{鴎午後背時
市民会鑓11¥- Jv 
P応募資緩…口市内在住又は市内iこ遥畿 a通学している中学受以上の万。

(ブ口の数字はど遼護軍ください〉

主決総出場建策e ・..30名〈総努轡多数の場合1el:8河8日〈巴〉市民会穏で

予選者E行ない法<:f)

P演 奏・・・…生渓獲で行ないます。く毅務部、民謡、クラシック〉

P貨・H ・H ・...・・優除繍勝、その紛の鈴(出場詮員{ご記念おそ差し上

げます〉

P締め切り口 ア月208悦i湖、霞襲
はがきで[$し込んで下さい

P問い合せ先日鴨会賞自社会鰐綾
内 手賞沼市民放つりさ定行委員会

のどel媛大会係霊堂 (85)1511まで

(3) 殺事2・i.

つ
り

持 8
鑓 5 

8 
4-1箆事事量産径……市内:frl伎又はあp;jlこ通草書・溺苦学している年室長，18綴-25歳までの 君事
フいッシュな主主要量女役〈お絞生は徐く〉五議事警の主義塁塁Id:厳守します .... 

4-皇室出S書類・…下記窃込用紙{ご記入し、写喜連〈さを綴〉一枚を添えて怒送文Id: 1l~ 
捧参して十Fð~\ (応募資料はお返しできません島

4島締め切り…7月初日ω
今差是り先…・我孫子市我孫子1855浴渓会麓・技会殺害警袋内手賀23俗芸品 Aム
さまつり実行委総会、ミスあびこコンテスト係まで /J 
れ円 以初日名〕ハワイ旅行と賞金及び慨を怒ります。 封 m
君主ミミスあびこ (28)ヅ戸ム島旅行と震設及び綴賞を贈り自主て言。(u -， 
t:t23f入賞があり脚。又、械翻配推薦者に総腕蓬 11 " 
4島番 重量・…・第1次警護〈綴議ElE!3)第2次喜善E襲。友達襲fII司I 1.企
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さ総詑火大会 〔雨天の場合綴滋) 湖祐愈纏

日時 8月8日(日)

場所手顎沼公園

争かっぱ音頭大会

日時 8月ア日出

8日(日)

(雨天の場合綴凝〉

場所手翼沼グラウンド

E 日開 8月13臼往診 148(:1:) 158(訟の38種

主 午後ア時から恰務まで

型〈 愈犠 瀦ゴヒ駅北口広場

重型f，:花火大会
種主 自締 8月15巴(8) 午後8!f寺30分;ひら9詩まで

@ 金援滞北駅構機空嬉

警更 をちをちをう~~~~~~~~~~~~~~~~~~寄り

争かっぱ奮頭大好進 く雨天の錦繍~ 楕鑑会構

自詩 8月8自白午後6器から8締法で E争かっI<!欝頭大金
Z 臼締 8月13臼歯 14日住) 15日(臼)の3日間

場所我張子駅罷呂場から手麓君公欝ぎで E 指 午後ア開。分から守備まで

~-=ミニニS し大会
事さ 日締 81ミヨ科目的午後守時から5時まで官ミスあびこコンテスト

g 繍納治公開設定則丁目道路
月力ザオケ大詰
日開 8月刊日仕) 午後ア時30分から

語参熊

P 紫入のど自'1霊大会
面参額 一 掛かっI<!苦華麗商大重量‘カラコヰケ大会の会場1<3:竹井スタンド萄の窓飽

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~寄りわめ~~~~~ちをち~~~~~~~fちの⑨埋めめ~~り寄り寄りt)t)~~寄り寄り~~~~

8用8巴(日)の発灘規制図
受ìi!i封勝~(7)内容⑦飽邸A-R (主主

我ミf!.R滋通り〉午後6善寺危うn寺
まで事j自主遂行止になります。

②惚~B-C-D-E (手翼活公

隠湿りaよび努後遺りの吉s)午
後 611事11ら 10~事3()分までZ室長室通行

政!こ主主りさま宅言。

〈パスの遂行〉る霊主要望パス午後ら

島幸30五ままではlj1滋遂行です方、午

後5著者30分11らア雲寺までのさ主泰子

絞室主義OJli二えは、すべて索我孫子
主控室襲発違憲となります。ただしえつ

ぐし霊言、総立競第三万長室はこの草著書室

議護休します。 Z主ヨヲア香寺ガらのあ没
滋主義E塁i手 荘、主義E註 c遂行し~go

+事塁策室重量霊nス我孫芸家発午後ア
総務長rOJパスi品、滋木幸喜本窓街発
午後7書事15分iとなります。また、

午後G害者40分芸買手芸史発我孫子訳行

OJパスi革、委主京芸雲寺三容器;t]l上りとt，j'
bつ法主人

くタクシー楽り重量〉午後69寺ガら
7G寺務での我孫子器提言百のタクシ

凝り幾!謀、鈴木震災15溺 (61雪生
糸溺)Iこ是正り主主主言。
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まミ読夜祭 本1lf1-4-21 

宇治室長主主 滋jJ:告9-9-10

!議 小審議室主 綴戸1139-1
お野内科 E援策 詩書誌合事 18-24 

教
?を事?ふ支持装震後 語諸説‘合4-2-8

桜井霊長後 政治2 8 -21 

E主藤{考査}内終議長E滋認会3…草 2 

鈴本内 s主総 下γ1'139
増 顕 君主 主主 話君1と台9…1-10

k 援側内 1長2主 布性1-13-;)

lt 闘 E霊祭 っくし妻子11-23
fl 持霊長総 抜本S-11-4 

k 我猿子<t:lc帯電話主 誌11とお4-6-1

ニ i堂書審議 E援隊 布枚3069-2 
布性2977-1

湖北台鈴鞭話時 再14ヒ自1-41-101

守際Fi! ~主 自UJI-18-5
楠閲小児科盟~も ヲミ混合2-16-8

エ mii子つくし野機器主 っく L野131-1

川村一夫谷ん(綴戸)

水

279 

本



)
 

ハh
v

動脈1定例会 7勾(金〉午後す

居者から湖北台お渓ンタ で

...11在学望書重量会 7r.ヨ30Eヨ(金)午

詰D10審員きかをう綴工会宣告マ

b量産量産望書強会 7馬28浅 く7.10午

毒u1α涛から

惨手話勉強会主益還月経午後1締

から3草寺さまで遺書~t台市民i?>9

炉型こtJの会〈多言語勉強会〉

火援護午後6詩30分から8喜寺3(泌さま

中央公民館E了。

砂鋭機五菱重器住活重幸 アF寺15Eヨ〈木〉
惨録音響書留港全土活動 アF守れ8(水〉

'漆絡 事主会福往協議会

自84-1539

堕!日昼躍藍
我孫子ライオンズクラブ様より

ゲートボ-JG尊重 (tp総 2295~聾絡先〉

1之露審議事トイレの差響機丈16おりましだ。

・Ij;j)昭扇樋iWJIII窃鹿沼田

+ホタル銀賞重量争

..8事者 ア月10臼くニ仁〉午後79寺
市役防総会く柱、蕊決行〉

脅し、光者をひいて飛U'!1:で;，m'9Jし
を男怒しよう。認をすまなi語、ヌフ

ズパズクやタて手シギの声も喜重かれ

るかもしれ務せん。

.手糞沼主事費草食と力つシト司静

..8隠 71'ヨ118(をヨ〉午前9&寺
F官役獄事業主主〈潤災時上〉

そ等138の探潟会ではカヅセミ、

主フォハスク、サンニウ王子ウ!と出

合いを棄しだ。迂午ごとう懲絞し室長官言。

砂問い合わt主 主室長!lft82-0521、

議場詰82-2783

280 

l;i説，

9~食前平島藍棚哨絞慰霊号号、仙15 ∞
…………1 

Jl([])念

ひなり事事らしや寄震なをきり考人の

身(!)'f;まわりの径三喜ぞをまる緩監査準{士

員〈オミーんへん/守 〉殺害奪事長し霊堂

す。

'受信 7FヨTのから15Eヨ該てお綴
右上書裂で。匠量綴襲撃とこ写猿〈うイ1J曜2

2校)を持参してく去さささい。

砂霧車麗人員 守

少申込重軽率昌 I程内12."努伎をする家経

(])三主義語で7月1日道帯夜T士宮警30望襲来

漆¢後廃棄℃滋役立主主総と575.
〈議選童話議“係襲撃童書〈む予言要望事蓄電話者号室星

みます〉

砂1問い合わt主総主t諜

iポ警評判明義議議室長
炉問符 71'ヨ27Eヨ(W)午区切符

から

併話庫高時 ffii誌会室室式会長義~

惨申し込み受講希望寄留は71'ヨ5
B~までこ機器告で社会福右上童話基義重注へ

告84~1539

閣議額轟主主房副
快感持 襲撃録、年f主要望畿でつくら

れ主主泌総

少緩搭 Yワラ…、 王宝黒〈鐙ytお)

嶺写真務.t:!芯総写室事行総3紋以
内〉スライドミソ以i二。

炉入賞入選、むを作のほか金環!こ

務総笈tJJi5り殺す。

炉事事め切り 7R318 土〉

a'5艶f甘 殺孫子主宰緩発議斡84寸∞20

1J毅義援護繍駄警備j鱗 i
'重量富良 語週初少年4月2Eヨからぬ

まま4 1'ヨ 18;1:て~L::生まれだ15.

努申込耳語隣

炉開い合おt主

官以73-63-1171

自
橋
付
制

L
v
a
r
i

臨*爵安菌*圏*盟*箇*盟

皆日!笠炉主

護繋菱ω一合喜葵襲閲コンサ一?、附でヅj 光と影丹輯畿量炉れ9り}なす幻怒丹t設註界を

水宝絞苦アンサンブル的ごコ2ンザ ト i漁誼してこどもグの).C心乙や、に3炎尾しいL、夢を鞠

*綴耳成完 フ，持b一争 (J吋)、オ ポ る華彩多暴総急毒綴導

ニ~ (2)、タラリネ y ト (2)、 牟i工2軽海Iiil りゅうとがわ、ピー

ホ'"ン (2)、ファゴソト{急} タ-2とおおかみ、ワのぷ之のうた

*重量密 夕日ン守一/パルティー *爵の出演 市原俊てム小久島〈る

タへ長絢.グノー/，ト交幾重軽ほか み、主主域ま草子

砂日時 71111お {二七}午後4時 ...8善寺 8 fl22日 {日}第![ilJ(3

辞書i賓 JE午欝!i謀、第 ZIT耳目午後3待機j実

験入調車線 500子守(最良府席} 争入場料 恥OPl(全長!Il望書?

毒事入割島幸普のお主主めは *'芋要望蓄量五5*~t[]ひらが*気持襲撃正吾 *15111幸喜光

愛傘71(1;::"ーキ十一長護老露五号*ブ、ジクス・スズキ*中央公銭高翠*市民会館

内完勝ひろtJり孝子lil'定数露首 @問い合わ校 ffi民会露首

頃嘉子市麗コシサ-両 事控室檀重要望重量
~色白菌とバーケストラ~ 青少年内修繕を豊かにし、京詩t

...8B華 7月11詰{自}午後2除 活動への務総的章夫運を絡める心的

持母i嵩{開場午後 i時30分} に関i韮いたします。

惨重量犠 事長会総ホール *若草怠:能(議等沈}飴弁菱、後

h入議事連 40捌{悲劇術劇 滋{犬猿流}必十

・量産1審事 合宿喜 劇的己z的至宝季よ *縦波ー能 金管筆者室長等、金春安明

j) r，)らずすましJ ほか ほか、まま議茂山手主主主革、茂山千

・第2童話オーケストラ tゴゼー 之丞ほか
「アJt，.lt..的女J よ') rファランド 修正ヨ草寺 8月4日(l!<l午後I時

…ルi ほか 罪書同車

・豊麗3吉事 合f富li商事事 アベベノレム 沙対象 12緩から25議まで時努歩

コルブスほか 年

験講話煉 林記入 {会総援す軍}内 砂入場量港予ま軒内的中学生、説話校

fIlj主税、野村秀業 主主については番号詳!~でとりまとめ

...~事会代寺8'JII\í高} 枚々木愛 ます@それ以外的1>1丸投復ハグ

惨さを緩 数孫子合鴎主主E弘幸主孫子 キj之校所、氏名、年数、総雪量{学

務祭フィルハ モニ ミ苦主主滋潟、 校名}を記入し我係予1855市民会

教脊委員会 舘 ri警生年務総串立場{係」へ申し込

砂問い合わ役社会教育課 んでくださいe 緩め切りは 7月間

惨入場券発売話再平賀寄宿、北口 詩{火}消印有効(応募:者多数の

からtJ'、荒井番街、おIIJ春先堂宅 場合は抽選)

ート…事話番務、ブックスス ;(1号、市 砂主催 文化庁雫 i襲教育委員会、

後会長官術院。ひろが').、文具伊 市教育委員会

勢、我孫子望書房 診罪悪い会わせ市際会館

毎年、翼運|ぷ絞ると水主主び!とよる

霧車主ガ発生し法王言。ミ子どもだちが

7J<i設で遊んでいiMりを廃ガ17主主主、

主主綴しぎしようや霊安去さEヨ喰からさ5

致事室で翠〈の恐さな事費え、子どもだ

けで111や潟の近くでは量産Ii!主主いこ

とを一語買の約束にし遣ましょう。

あ び

i津轍湯量襲襲議需簸頚1
...日凝アRllB(B) 

〈火〉務官喜重111沿い草くを日。 71'司128

〈湾ひと288(水〉手賀忽沿いiJ<

g益。 5害罪事はいずれも午議ヰ善寺お分

から9跨噴き表で。議運主主主どで主義緩

みはる場合もおりさま宅言。

験波翼輩 。建立布5主主賓lX在日!こ立ち入

主主主主いでくどさい。Gl:詩史T告を互援露醤

滋必殺重量i誌敵布中、 p毒を襲懇占ちてく

ださい。③洗完襲籾などは重器宇野終了

後に干してくどさし¥0 (重量級綴〉

蓮華麗欝紘議護主義畿会i
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